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画像情報による促進・抑制的効果の検討 

 
 

（内容の要旨） 

我々は，あらゆる情報を覚え，適切な場面でそれを思い出すことができる。その一方で，

経験していない出来事についての記憶を誤って思い出すこともある。このような真実で

ない記憶，すなわち虚記憶は，日常の一場面で生じる分には何の問題もないかもしれな

い。しかし，法廷での証言が求められる事件の目撃者に生じれば，冤罪などの重大な社

会的問題の引き金となってしまう。本論文では，虚記憶がどのような認知プロセスを経

て生起するかというメカニズムを心理学的行動実験によって検討し，この生起を抑制す

る認知過程，および促進する認知過程のそれぞれを同定することで，包括的な虚記憶生

起プロセスについて考察することを試みた。 

第 1 章の序論では，はじめに「虚記憶」や，その想起に伴う知覚的な詳細情報などの

主観的な想起経験である「虚回想」の定義を確認し，それらの歴史的研究背景，研究手

法や測定手続き，生起理論について概観した。さらに，虚記憶研究では，その生起過程

についての研究が盛んであり，理論的検討が進む一方で，虚記憶の生起確率を減少させ

るという抑制過程についての研究は未解明な部分が多く，関与する処理過程についての

理論的対立が残っていることを説明した。他方で，虚回想の研究は，そもそもの研究数

が虚記憶研究よりも少なく，生起過程についての検討において未解明な点が多いことを

説明した。つまり，虚記憶に伴って想起される詳細な知覚的情報がどのように形成され，

真実の記憶と同じように思い出されるようになるのかという点についてはあまり検討さ

れていなかった。これらのことから，本論文では，虚記憶の抑制過程，および虚回想の

生起・促進過程に着目し，関連する認知プロセスを同定することで，それぞれの生起基

盤を明らかにし，それらの共通点や相違点をもとに虚記憶の生起メカニズムの全体につ

いて考察することを目的とした。 
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第 2 章の研究 1 では，虚記憶の抑制過程について取り上げた。具体的に，研究 1 の目

的は，虚記憶を測定する伝統的な手続きである Deese-Roediger-McDermott (DRM)パラ

ダイムを用い，そこで生じる虚記憶の想起を抑制する認知プロセスが，記憶過程のどの

タイミングで生じるのかを明らかにすることであった。DRM パラダイムとは，ある単

語 (lure 項目; “sleep”) と連想関係にある複数の単語 (リスト項目; “awake”, “bed”, 

“rest”など) のリストを実験参加者に学習させることで，その後の記憶テストにおいて，

学習させていない lure 項目 (“sleep”) が学習したものとして誤って想起されやすくな

るというものである。本研究では，DRM パラダイムのリスト項目を画像で学習させる

ことで，単語で学習させた時よりも，生起する虚記憶が抑制されるという現象に焦点を

あて，画像で学習することによる虚記憶抑制効果がリスト項目を学習する過程において

生じるか，lure項目を想起する過程において生じるかを検証した。その結果，虚記憶を

抑制する認知プロセスは，リスト項目の学習時と lure項目の想起時の両方で，別個の処

理として虚記憶生起過程に寄与することが明らかになった。学習時の処理へは，リスト

項目の提示によって生起する虚記憶の記憶強度を低下させるように働き，想起時の処理

へは，lure項目に想起された虚記憶を正しく棄却するためのモニタリングをより厳格に

するように働くと考えられた。 

第 3 章の研究 2 では，虚回想の生起・促進過程を取り上げた。具体的に，研究 2 の目

的は，虚回想を測定するために開発された回想テストを用い，そこで生じる虚回想の知覚的詳

細の形成過程が，それまでに見て経験した真実の記憶情報のどのような処理によって促

進されるかを明らかにすることであった。この回想テストは，3 つのフェーズで構成さ

れている。最初に，単語だけもしくは単語と画像の連合を学習し，次に，学習した単語

に関連する単語リストを提示され，最後に，学習した単語が再度提示され，最初のフェ

ーズでその単語に伴って画像が対呈示されたかどうかを判断する回想記憶課題が求めら

れる。この手続きでは，最後の回想記憶課題において，学習時に単語のみで提示された

項目に対し，画像が対呈示されたと誤って判断することが虚回想反応であるとみなされ，

その生起プロセスに単語リストの提示が関与すると考えられている。本研究では，その

単語リストを画像リストにして提示することで，虚回想が亢進する現象に焦点をあて， 
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この虚回想の促進効果が画像リストの提示による知覚的情報の処理に起因しているの

か，それとも提示される画像リストと想起される虚回想との知覚的類似性に起因してい

るのかを検証した。その結果，虚回想生起の促進効果は，リストを画像で提示されるこ

とによる知覚的な処理自体によって生じていることが明らかになった。これは，知覚的

処理による流暢性の亢進などにより，虚記憶想起に伴う知覚的詳細情報の形成しやすさ

が高められ，形成された知覚的詳細が真実の記憶であると誤判断される確率が増加する

ことにより生じると考えられた。 

最後に第 4 章の総合考察では，これらの結果を勘合し，虚記憶の抑制過程，および虚

回想の生起・促進過程について，そして，これらの共通性から考えられる虚記憶の生起

過程全体のメカニズムについて包括的に考察した。本研究では，研究 1 において，画像

刺激の処理が虚記憶を抑制することが認められ，研究 2 においては，画像刺激の処理が

虚回想を促進することが認められた。これらは一見矛盾した結果であるように思える。

しかし，虚記憶の生起過程に関与する認知プロセスを機能的に分離し，それぞれへの画

像処理による寄与という視点で見ると，これらの効果は矛盾していないことがわかる。

すなわち，画像処理は，虚記憶判断のモニタリング過程には，その虚記憶生起を抑制す

るように作用する一方で，回想情報の形成過程にはそれを促進するように働くという弁

別されたプロセスがあるということである。これは，画像処理の影響が，想起時のモニ

タリング過程，もしくは回想形成過程のどちらに寄与するかによって，生起する虚記憶

の性質 (促進か抑制かなど)が規定されるという流動的な処理プロセスがある可能性を

示唆している。言い換えれば，画像処理の寄与を人為的に操作することで，生起する虚

記憶の性質をコントロールできるようになるかもしれないということである。このよう

に本論文は，虚記憶の抑制過程，およびその虚記憶想起に伴う回想の生起・促進過程に

関与する認知プロセスを明らかにしたうえで，それらの共通性に基づいて虚記憶の生起

メカニズムの全貌に迫ることで，虚記憶の基礎研究の理論的発展や応用研究の実現可能

性の拡張に貢献するものである。 

 


